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京style
京都にちなんだ

話題をお届けします

学校の象徴に欠かせない 学校旗

消防団の士気に欠かせない 消防団旗

勝利の証に欠かせない 優勝旗

社旗  横断幕  販促のぼり旗  のれん  応援団用品 

祭り袢天  山車幕  神社寺院幕  神社のぼり旗  鈴緒 

劇団幕  舞台幕  演台カバー  マーチングバンド横幕

【取扱商品】

2026年　7月号

～七夕～

七夕は、中国から伝わった織姫伝説や、技芸の上達を願う行事「乞巧奠

（きっこうてん）」、そして日本古来の「棚機津女（たなばたつめ）」の伝承が

結びついて生まれたものとされています。平安時代には宮中で乞巧奠が

行われ、江戸時代には庶民にも親しまれる行事となりました。

織物の町として知られる西陣では、七夕行事が盛んに行われてきました。

現代の七夕飾りと言えば、色とりどりの短冊を飾ったものを思い浮かべますが、

江戸時代の京都では「梶の葉」が用いられていました。梶の葉は神前の食器にも

使われる神聖なもので、宮中ではそこに和歌を書いていたとされ、やがて短冊の

風習へと変わったともいわれています。七夕の食べ物と言えば、そうめんです。

江戸時代には武士や町人の間で、食べたり贈り合ったりする習慣がありました。

現在も各地の神社で七夕の神事が行われ、貴船神社では「笹の節句」として

そうめんが供えられています。古くからの風習に思いを馳せながら、

七夕のひとときを楽しんでみてはいかがでしょうか。


